
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　端末と基地局間の初期同期を行う移動通信システム 、
　入力信号から初期同期のための所定領域を選択する段階と、
　該選択された領域と同期コードを相関して端末の初期同期を獲得する段階と、

　

ことを特徴とする移動通信システムの初期同期検索方法。
【請求項２】
　前記入力信号を累積する段階は 循環バッファにより行われることを特徴とする

記載の移動通信システムの初期同期検索方法。
【請求項３】
　前記候補領域を推定する段階は、
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において

　を順次行う構成であり、
　前記所定領域を選択する段階は、
　Ｉチャンネル及びＱチャンネルの入力信号をそれぞれ累積する段階と、
　それら累積値の絶対値を求めて加算する段階と、
　該加算された絶対値の電力分布から電力分布の著しい領域を候補領域として推定する段
階とを包含し、

前記初期同期を獲得する段階は、
　前記各候補領域に対する相関値を求める段階と、
　特定の相関値が所定閾値以上の場合、該当候補領域から同期が獲得されると判断する段
階とを包含する

、 請求項
１



　 入力信号の絶対値から電力分布の著しい領域を探し出す段階と、
　該電力分布の著しい領域の長さが探索範囲に該当されるかをチェックする段階と、
　前記電力分布の著しい領域の長さが探索範囲に該当されるとき、該当領域を候補領域と
して推定する段階と、
　からなることを特徴とする 記載の移動通信システムの初期同期検索方法。
【請求項４】
　前記探索範囲は ６４ｃｈｉｐｓであることを特徴とする 記載の移動通信シス
テムの初期同期検索方法。
【請求項５】
　前記入力信号は、
　　［数１］
　ΣＩ（ｔ％Ｌ） ΣＱ（ｔ％Ｌ）
の 式により累積され、
　式中、ｔは入力シーケンス番号、Ｌは１サブフレームの長さ、％は剰余演算子をそれぞ
れ示したものであることを特徴とする 記載の移動通信システムの初期同期検索方
法。
【請求項６】
　Ｉ信号とＱ信号とをそれぞれ累積して絶対値を求める段階と、
　前記絶対値を加算する段階と、
　該加算された絶対値の電力分布に基づいて候補領域を推定する段階と、
　該推定された候補領域と同期コードを相関して端末の初期同期を獲得する段階と、
　を順次行う

ことを特徴とする移動通信システムの初期同期検索方法。
【請求項７】
　前記探索範囲は ６４ｃｈｉｐｓであることを特徴とする 記載の移動通信シス
テムの初期同期検索方法。
【請求項８】
　Ｉ信号とＱ信号とをそれぞれ累積する第１ 第２累積バッファと、
　それら第１ 第２累積バッファの出力値の絶対値をそれぞれ演算する
第１ 第２絶対値演算器と、
　それら第１ 第２絶対値演算器の出力を加算する加算器と、
　その 加算された絶対値から初期同期のための候補領域を推定する推定器と
、
　その 推定された候補領域と同期コードを相関して端末の初期同期を獲得す
る同期検索器とを備え、

ことを特徴とする
移動通信システムの初期同期検索装置。
【請求項９】
　前記累積バッファは 循環バッファであることを特徴とする 記載の移動通信シ
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前記

請求項１

、 請求項３

、
それぞれの

請求項２

移動通信システムの初期同期検索方法であって、
　前記候補領域を推定する段階は、
　１フレームの絶対値から電力分布の著しい領域を探し出す段階と、
　該電力分布の著しい領域の長さが探索範囲に該当されるかをチェックする段階と、
　前記電力分布の著しい領域の長さが前記探索範囲に該当されるとき、該当領域を候補領
域として推定する段階とを包含し、
　前記初期同期を獲得する段階は、
　前記候補領域と同期コードを相関して相関値を求める段階と、
　特定の相関値が所定閾値以上の場合、該当候補領域から同期が獲得されると判断する段
階とを包含する

、 請求項６

累積バッファおよび
累積バッファおよび

絶対値演算器および
絶対値演算器および

加算器により

推定器により

　前記推定器は、１フレームの絶対値から電力分布の著しい領域を探索し、電力分布の長
さが探索範囲に該当される領域を候補領域として推定し、
　前記同期検索器は、前記候補領域と同期コードを相関して相関値を求め、特定の相関値
が所定閾値以上の場合、該当候補領域から同期が獲得されると判断する

、 請求項８



ステムの初期同期検索装置。
【請求項１０】
　前記探索範囲は ６４ｃｈｉｐｓであることを特徴とする 記載の移動通信シス
テムの初期同期検索装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は移動通信システムに係るもので、詳しくは、ＴＤ－ＳＣＤＭＡ（Ｔｉｍｅ　Ｄ
ｉｖｉｓｉｏｎ－Ｓｙｎｃｈｒｏｎｏｕｓ　Ｃｏｄｅ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐ
ｌｅ　Ａｃｃｅｓｓ）システムにおける初期同期検索装置及びその方法に関するものであ
る。
【背景技術】
【０００２】
　一般に、ＴＤ－ＳＣＤＭＡ通信システムは、ＮＢ－ＴＤＤ（Ｎａｒｒｏｗ　Ｂａｎｄ　
Ｔｉｍｅ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｄｕｐｌｅｘｉｎｇ）ＣＤＭＡ通信システムとＧＳＭ（Ｇ
ｌｏｂａｌ　Ｓｙｓｔｅｍ　ｆｏｒ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ）シ
ステムとを組み合せた通信システムで、端末と基地局間の第１階層（Ｌａｙｅｒ１）のラ
ジオインターフェース（Ｒａｄｉｏ　Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ）は前記ＮＢ－ＴＤＤ　ＣＤＭ
Ａシステムと同様で、残りの上位階層は前記ＧＳＭシステムと同様な構造を有する。
【０００３】
　且つ、前記ＴＤ－ＳＣＤＭＡ通信システムの初期セル検索過程は４段階に区分されるが
、第１段階は、端末が現在自分が属しているセルの基地局情報を受信する段階で、第２段
階は、使用されているスクランブリング（ｓｃｒａｍｂｌｉｎｇ）コードと基本ミッドア
ンブル（ｍｉｄａｍｂｌｅ）コードとを識別する段階で、第３段階は、ＢＣＣＨ（Ｂｒｏ
ａｄｃａｓｔ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ）の位置を確認する段階で、第４段階は
、前記ＢＣＣＨを通して伝送される情報、即ち、システム情報を包含している共通チャン
ネルに関する情報をアクセスする段階である。
【０００４】
　また、前記基地局情報を受信する段階で、端末は、受信情報からダウンリンクパイロッ
トタイムスロット（Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｐｉｌｏｔ　Ｔｉｍｅ　Ｓｌｏｔ；以下、ＤｗＰ
ＴＳと略称す）を検索して基地局とのダウンリンク同期を獲得する。このために、端末は
、まず、標準規格に定義された３２個の同期コード（パイロット信号）から使用すべき一
つの同期コードを選択した後、該選択された同期コードを使用してベースバンド入力信号
（以下、入力信号と略称す）と相関（ｃｏｒｒｅｌａｔｉｏｎ）を行う。このような方法
で、端末は、３２個の同期コードを順に入力信号と相関して、基地局から送信されたＤｗ
ＰＴＳと最も類似した同期コードを探し出すことで、基地局との初期同期を行う。
【０００５】
　且つ、端末は、基地局との初期同期を行うため、少なくとも一つ以上の整合フィルタを
使用することができる。即ち、端末は、初期同期を獲得するため、ＤｗＰＴＳの長さに該
当する６４ｔａｂのＦＩＲ（Ｆｉｎｉｔｅ　Ｉｍｐｕｌｓｅ　Ｒｅｓｐｏｎｓｅ）フィル
タを使用して相関を行う。
【０００６】
　ここで、前記基地局は、３２個の同期コード（パイロット信号）から一つを選択した後
、該選択された同期コードをＤｗＰＴＳに挿入して伝送するが、前記端末は、前記基地局
から３２個の同期コード中、何れの同期コードが伝送されたか分からない。従って、端末
が最も迅速に初期同期を探し出す方法は、３２個の６４ｔａｂのＦＩＲフィルタを利用し
て相関を行うことである。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
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、 請求項８



　然るに、このような従来の移動通信システムの初期同期検索方法においては、３２個の
６４ｔａｂのＦＩＲフィルタを利用して相関を行うため、端末のハードウェアの構成が複
雑になるという不都合な点があった。
【０００８】
　且つ、一つのＦＩＲフィルタを利用して初期同期を探す場合は、ハードウェアの構成は
簡単であるが、前述したように、３２回の相関を繰り返して初期同期を行うため、検索時
間が非常に長くなるという不都合な点があった。
【０００９】
　一方、端末で初期同期検索のための相関を行うとき、フィルタタブの長さが長いという
ことは、端末が乗算及び加算を多数回繰り返して行わなければならないということを意味
する。即ち、端末の相関器（Ｃｏｒｒｅｌａｔｏｒ）は、初期同期を獲得するため乗算及
び加算を６４回行い、このような動作を全ての入力信号（Ｉ、Ｑ）に対し３２回ずつ行わ
なければならない。従って、若し、演算速度が入力信号の速度より速くない場合は、メモ
リに１サブフレーム以上の信号を格納した後、再び演算動作を３２回繰り返して行うよう
になるため、システムの電力消耗が非常に大きくなるという不都合な点があった。
【００１０】
　本発明は、このような従来の課題に鑑みてなされたもので、短い時間内に簡単に初期同
期検索を行い得る移動通信システムの初期同期検索装置及びその方法を提供することを目
的とする。
【００１１】
　また、本発明の他の目的は、システムの複雑度及び電力消耗を減らし得る移動通信シス
テムの初期同期検索装置及びその方法を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　このような目的を達成するため、本発明に係る移動通信システムの初期同期検索方法に
おいては、端末と基地局間の初期同期を行う移動通信システムであって、入力信号から初
期同期のための所定領域を選択する段階と、該選択された領域と同期コードを相関して初
期同期を獲得する段階と、を順次行うことを特徴とする。
【００１３】
　且つ、前記初期同期方法における前記領域を選択する段階は、Ｉチャンネル及びＱチャ
ンネルの入力信号をそれぞれ累積する段階と、それら累積された値の絶対値を求めて加算
する段階と、該加算された絶対値の電力分布から電力分布の著しい領域を候補領域として
推定する段階と、からなることを特徴とする。好ましくは、前記入力信号を累積する段階
は、循環バッファにより行われる。
【００１４】
　且つ、前記候補領域を推定する段階は、絶対値の電力分布が著しい領域を探し出す段階
と、該電力分布の著しい領域の長さが探索範囲に該当されるかをチェックする段階と、前
記電力分布の著しい領域の長さが探索範囲に該当されるとき、該当領域を候補領域として
推定する段階と、からなることを特徴とする。
【００１５】
　且つ、前記初期同期方法における前記初期同期を獲得する段階は、前記各候補領域に対
する相関値を求める段階と、特定の相関値が所定閾値以上の場合、該当候補領域から同期
が獲得されたと判断する段階と、からなることを特徴とする。
【００１６】
　また、本発明に係る移動通信システムの初期同期検索方法においては、Ｉ信号とＱ信号
とをそれぞれ累積して絶対値を求める段階と、前記絶対値を加算する段階と、該加算され
た絶対値の電力分布から候補領域を推定する段階と、該推定された候補領域と同期コード
を相関して端末の初期同期を獲得する段階と、を順次行うことを特徴とする。
【００１７】
　且つ、前記候補領域を推定する段階は、１フレームの絶対値から電力分布の著しい領域
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を探し出す段階と、該電力分布の著しい領域の長さが探索範囲に該当されるかをチェック
する段階と、前記電力分布の著しい領域の長さが探索範囲に該当されるとき、該当領域を
候補領域として推定する段階と、からなることを特徴とする。
【００１８】
　且つ、前記初期同期を獲得する段階は、前記候補領域と同期コードを相関して相関値を
求める段階と、特定の相関値が所定閾値以上の場合、該当候補領域から同期が獲得された
と判断する段階と、からなることを特徴とする。
【００１９】
　また、本発明に係る移動通信システムの初期同期検索装置においては、Ｉ信号とＱ信号
とをそれぞれ累積する第１、第２累積バッファと、それら第１、第２累積バッファの出力
値の絶対値をそれぞれ演算する第１、第２絶対値演算器と、それら第１、第２絶対値演算
器の出力を加算する加算器と、その加算された絶対値から初期同期のための候補領域を推
定する推定器と、その推定された候補領域と同期コードを相関して端末の初期同期を獲得
する同期検索器と、を包含して構成されることを特徴とする。
【００２０】
　且つ、前記累積バッファは、循環バッファであることを特徴とする。
【００２１】
　且つ、前記推定器は、１フレームの絶対値から電力分布の著しい領域を探索し、電力分
布の長さが探索範囲に該当される領域を候補領域として推定することを特徴とする。
【００２２】
　且つ、前記同期検索器は、前記候補領域と同期コードを相関して相関値を求め、特定の
相関値が所定閾値以上の場合、該当候補領域から同期が獲得されたと判断することを特徴
とする。
【００２３】
　本発明による移動通信システムの初期同期検索方法は、端末と基地局間の初期同期を行
う移動通信システムであって、入力信号から初期同期のための所定領域を選択する段階と
、該選択された領域と同期コードを相関して端末の初期同期を獲得する段階と、を順次行
うことを特徴とし、これにより上記目的を達成する。
【００２４】
　前記領域を選択する段階は、Ｉチャンネル及びＱチャンネルの入力信号をそれぞれ累積
する段階と、それら累積値の絶対値を求めて加算する段階と、該加算された絶対値の電力
分布から電力分布の著しい領域を候補領域として推定する段階と、からなることを特徴と
してもよい。
【００２５】
　前記入力信号を累積する段階は、循環バッファにより行われることを特徴としてもよい
。
【００２６】
　前記候補領域を推定する段階は、入力信号の絶対値から電力分布の著しい領域を探し出
す段階と、該電力分布の著しい領域の長さが探索範囲に該当されるかをチェックする段階
と、前記電力分布の著しい領域の長さが探索範囲に該当されるとき、該当領域を候補領域
として推定する段階と、からなることを特徴としてもよい。
【００２７】
　前記探索範囲は、６４ｃｈｉｐｓであることを特徴としてもよい。
【００２８】
　前記入力信号は、
【００２９】
　　［数２］
　ΣＩ（ｔ％Ｌ） ΣＱ（ｔ％Ｌ）
の 式により累積され、式中、ｔは入力シーケンス番号、Ｌは１サブフレームの
長さ、％は剰余演算子をそれぞれ示したものであることを特徴としてもよい。
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【００３０】
　前記初期同期を獲得する段階は、各候補領域に対する相関値を求める段階と、特定の相
関値が所定閾値以上の場合、該当候補領域から同期が獲得されたと判断する段階と、から
なることを特徴としてもよい。
【００３１】
　本発明による初期同期検索方法は、Ｉ信号とＱ信号とをそれぞれ累積して絶対値を求め
る段階と、前記絶対値を加算する段階と、該加算された絶対値の電力分布に基づいて候補
領域を推定する段階と、該推定された候補領域と同期コードを相関して端末の初期同期を
獲得する段階と、を順次行うことを特徴とし、これにより上記目的を達成する。
【００３２】
　前記候補領域を推定する段階は、１フレームの絶対値から電力分布の著しい領域を探し
出す段階と、該電力分布の著しい領域の長さが探索範囲に該当されるかをチェックする段
階と、前記電力分布の著しい領域の長さが探索範囲に該当されるとき、該当領域を候補領
域として推定する段階と、からなることを特徴としてもよい。
【００３３】
　前記探索範囲は、６４ｃｈｉｐｓであることを特徴としてもよい。
【００３４】
　前記初期同期を獲得する段階は、前記候補領域と同期コードを相関して相関値を求める
段階と、特定の相関値が所定閾値以上の場合、該当候補領域から同期が獲得されたと判断
する段階と、からなることを特徴としてもよい。
【００３５】
　本発明による移動通信システムの初期同期検索装置は、Ｉ信号とＱ信号とをそれぞれ累
積する第１、第２累積バッファと、それら第１、第２累積バッファの出力値の絶対値をそ
れぞれ演算する第１、第２絶対値演算器と、それら第１、第２絶対値演算器の出力を加算
する加算器と、その加算された絶対値から初期同期のための候補領域を推定する推定器と
、その推定された候補領域と同期コードを相関して端末の初期同期を獲得する同期検索器
と、を包含して構成されることを特徴とし、これにより上記目的を達成する。
【００３６】
　前記累積バッファは、循環バッファであることを特徴としてもよい。
【００３７】
　前記推定器は、１フレームの絶対値から電力分布の著しい領域を探索し、電力分布の長
さが探索範囲に該当される領域を候補領域として推定することを特徴としてもよい。
【００３８】
　前記探索範囲は、６４ｃｈｉｐｓであることを特徴としてもよい。
【００３９】
　前記同期検索器は、前記候補領域と同期コードを相関して相関値を求め、特定の相関値
が所定閾値以上の場合、該当候補領域から同期が獲得されたと判断することを特徴として
もよい。
【発明の効果】
【００４０】
　本発明に係る移動通信システムの初期同期検索装置及びその方法においては、入力信号
全体に対し相関を行わずに、入力信号の特定領域のみに対し相関を行うことで、ＴＤ－Ｓ
ＣＤＭＡ又はＵＭＴＳ－ＴＤＤ端末の初期同期に必要な複雑な演算を大いに減らし得ると
いう効果がある。即ち、本発明は、全体の検索範囲を６４００又は６４００×ｍからＷ範
囲に減らすことで、検索時間を短縮させることができる。
【００４１】
　また、本発明は、端末が基地局との同期を獲得するため必要であった乗算及び加算の代
わりに加算のみを行うことで、同期を獲得するための全体の演算量が減少されるため、シ
ステム具現時、システムの複雑度及び電力消耗を減らし得るという効果がある。
【発明を実施するための最良の形態】
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【００４２】
　一般に、ＴＤ－ＳＣＤＭＡ（Ｔｉｍｅ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ－Ｓｙｎｃｈｒｏｎｏｕｓ　
Ｃｏｄｅ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ａｃｃｅｓｓ）モード又はＵＭＴＳ－
ＴＤＤ（Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｔｅｌｅｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ　
Ｓｙｓｔｅｍ－Ｔｉｍｅ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｄｕｐｌｅｘｉｎｇ）モードにおいて、パ
イロット信号は、全てのサブフレームに対し特定位置で繰り返される性質を有している。
反面、他の信号は、ランダムな信号で表現される特性があり、これは、ＣＤＭＡの特性上
必要な要求事項である。従って、前記パイロット信号は、端末と基地局間の初期同期のた
めの同期コード（Ｓｙｎｃ－ＤＬ）として使用することができる。
【００４３】
　３ＧＰＰ標準明細書（３ＧＰＰ　ＴＳ　２５．２２３）では、６４ビットの長さを有す
る３２個の同期コード（Ｓｙｎｃ－ＤＬ）を提示している。基地局は、３２個の同期コー
ドから一つを選択した後、端末が初期同期動作に利用し得るように、前記選択された同期
コードを全てのサブフレームの特定位置、即ち、ＤｗＰＴＳ（Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｐｉｌ
ｏｔ　Ｔｉｍｅ　Ｓｌｏｔ）に反復的に挿入する。
【００４４】
　図１は、一般のＴＤ－ＳＣＤＭＡ又はＵＭＴＳ－ＴＤＤの物理チャンネル構造を示した
図面で、図示されたように、ＴＤ－ＳＣＤＭＡ物理チャンネルは、複数のサブフレームに
より構成され、前記各サブフレームは、６４００ｃｈｉｐｓで構成されている。ここで、
斜線領域はＤｗＰＴＳの位置を示し、残りの領域は各種データ及び制御チャンネルを示す
。且つ、前記残りの領域には、周辺の他の端末から送信されるアップリンクパイロットタ
イムスロット（Ｕｐｌｉｎｋ　Ｐｉｌｏｔ　Ｔｉｍｅ　Ｓｌｏｔ；以下、ＵｐＰＴＳと略
称す）、雑音及びフェーディングチャンネルを通過した信号が包含される。
【００４５】
　従って、ＴＤ－ＳＤＭＡ又はＵＭＴＳ－ＴＤＤモードにおいて、端末は、基地局との初
期同期を行うため、入力信号と同期コードを相関する。このとき、従来は、端末に具備さ
れた３２個の同期コードを順に入力信号全体と相関して、基地局から伝送されたＤｗＰＴ
Ｓと最も類似した同期コードを探し出すことで初期同期を行った。
【００４６】
　これに対し、本発明は、入力信号全体に対し相関を行わずに、入力信号の特定領域のみ
に対し相関を行うことで、ＴＤ－ＳＣＤＭＡの初期同期を簡単且つ迅速に行い得る方案を
提示する。
【００４７】
　このために、本発明は、１サブフレームの入力信号（Ｉ、Ｑ）をそれぞれ格納するため
のバッファを具備し、入力信号を複数のフレームにわたって累積させる。このとき、一つ
のサンプルに対し加算演算のみが行われ、所定時間が経過した後、前記バッファに格納さ
れた入力信号の累積値の絶対値を求めると、入力信号の平均電力が周期的に著しく現れる
。
【００４８】
　従って、前記バッファを循環バッファと仮定すると、所定長さ（約６０ｃｈｉｐｓ）を
超過する平均電力の著しい信号領域を探してこれを候補領域として選択し、該選択された
候補領域のみに対し相関を行う。
【００４９】
　このような方法は、入力信号に対し加算演算のみを行うため、全体の演算が非常に簡単
である。且つ、前記方法は、前記候補領域を非常に精密に推定し得るため、後に行われる
演算の量はそれ程多くないし、特に、並列的な処理を行わないため、ハードウェアだけで
なくソフトウェア的な具現が非常に容易であるという利点がある。
【００５０】
　以下、本発明の実施の形態に対し、図面に基づいて説明する。
【００５１】
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　図２は、本発明に係る移動通信システムの初期同期検索装置の構成を示したブロック図
で、図示されたように、本発明に係る移動通信システムの初期同期検索装置においては、
入力信号（Ｉ、Ｑ）をそれぞれ累積する累積バッファ１０、２０と、それら累積バッファ
１０、２０の出力値に対する絶対値をそれぞれ計算する絶対値演算器３０、４０と、それ
ら絶対値演算器３０、４０の絶対値を加算する加算器５０と、該加算器５０の加算値を利
用してＤｗＰＴＳの位置を探し出すための候補領域を推定する推定器６０と、該推定器６
０により推定された候補領域に対し相関を行って初期同期を獲得する同期検索器７０と、
を包含して構成される。
【００５２】
　ここで、前記入力信号（Ｉ、Ｑ）は、サンプリングされた基底帯域信号で、前記各累積
バッファ１０、２０のサイズは６４００ｃｈｉｐｓである。例えば、前記入力信号が基底
帯域信号のチップレート（Ｃｈｉｐｒａｔｅ）のｍ倍にオーバサンプリングされた信号の
場合、前記各累積バッファ１０、２０のサイズは６４００ｃｈｉｐｓ×ｍとなる。
【００５３】
　以下、このように構成された本発明に係る移動通信システムの初期同期検索装置の動作
に対し、図２乃至図４Ｂに基づいて説明する。
【００５４】
　基地局から伝送された入力信号（Ｉ、Ｑ）は、前記累積バッファ１０、２０にそれぞれ
累積される（Ｓ１０）。このとき、前記累積バッファ１０、２０が循環バッファであるた
め、前記入力信号（Ｉ、Ｑ）は、最後の格納領域まで格納されると、再び最初の格納領域
から既に格納された値に加算されて格納される。これは、下記式１により表される。
【００５５】
　　［数３］
　ΣＩ（ｔ％Ｌ） ΣＱ（ｔ％Ｌ）　　　…（１）
　 式中、ｔは、入力シーケンス番号を示し、Ｌは、累積バッファのサイズとし
て、６４００ｃｈｉｐｓ又は６４００ｃｈｉｐｓ×ｍ（オーバサンプリングの場合）を示
し、％は、剰余演算子を示す。この場合、前記ｔは、１～ｎの整数で、ｔ％Ｌは、０～６
４００の値を有する。即ち、
【００５６】
【数４】
　
　
は、
【００５７】
【数５】
　
　
で表される。
【００５８】
　従って、剰余演算の結果、前記累積バッファ１０の番地１には値が、番地２には値が格
納される。このような方式で、番地６４００ 結果値が格納され、その次に入力される

再び番地１に累積されて格納される。
【００５９】
　次いで、前記絶対値演算器３０、４０は、前記累積バッファ１０、２０の累積値の入力
を受けて絶対値を計算し（Ｓ１１）、前記加算器５０は、前記絶対値演算器３０、４０か
ら出力された各絶対値を加算する（Ｓ１２）。前記加算結果は、下記式２により表される
。
【００６０】
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【数６】
　
　
　このような加算動作を行うとき、雑音信号はゼロ平均（ｚｅｒｏ－ｍｅａｎ）の特性を
有し、ＴＤ－ＳＣＤＭＡ物理チャンネルでタイムスロット（ＴＳ０－ＴＳ６）と互いに異
なる端末間のＵｐＰＴＳとが互いに無相関（ｕｎｃｏｒｒｅｌａｔｅｄ）であると仮定す
ると、加算値は一種のゼロ平均ランダムノイズ（ｚｅｒｏ－ｍｅａｎ　ｒａｎｄｏｍ　ｎ
ｏｉｓｅ）に近似化させることができる。従って、加算値をゼロ平均ランダムノイズに近
似化させる場合、一つのサブフレームには電力分布の著しい領域が周期的に現れる。更に
、前記加算器５０の出力端にローパスフィルタ（Ｌｏｗ　Ｐａｓｓ　Ｆｉｌｔｅｒ；以下
、ＬＰＦと略称す）を追加して接続すると、より確実な電力分布を得ることができる。
【００６１】
　従って、前記推定器６０は、前記加算器５０又は前記ＬＰＦ（ＬＰＦが連結された場合
）から１サブフレーム（６４００ｃｈｉｐｓ）に該当する出力値の入力を受けて、電力分
布の著しい領域をＤｗＰＴＳの候補領域として推定する（Ｓ１３）。このとき、前記候補
領域を推定するための範囲Ｗは６４ｃｈｉｐｓが好ましい。
【００６２】
　図４Ａおよび図４Ｂは、前記加算器５０又は前記ＬＰＦから出力される信号の電力分布
から候補領域を推定する方法を示したグラフで、図４Ａは、入力信号に基地局のＤｗＰＴ
Ｓのみが包含された場合で、電力分布中、６４ｃｈｉｐｓの長さと類似した電力ブロック
をＤｗＰＴＳの位置と見なすことができる。従って、前記推定器６０は、６４ｃｈｉｐｓ
に該当する領域をＤｗＰＴＳの候補領域として推定する。
【００６３】
　また、図４Ｂは、入力信号に基地局のＤｗＰＴＳと周辺の端末のＵｐＰＴＳとが一緒に
包含された場合で、ＵｐＰＴＳはＤｗＰＴＳより大きい電力分布を有する。即ち、ＵｐＰ
ＴＳの電力分布の長さは１２８ｃｈｉｐｓであり、適正の探索範囲（Ｗ＝６４ｃｈｉｐｓ
）を超過するため、ＤｗＰＴＳの候補領域に包含されない。よって、前記推定器６０は、
入力信号で略６４ｃｈｉｐｓの電力分布が現れた領域のみを候補領域として見なす。
【００６４】
　従って、前記同期検索器７０は、前記推定器６０により推定された候補領域からＤｗＰ
ＴＳの位置を細密に検索する（Ｓ１４）。即ち、前記同期検索器７０は、前記推定された
候補領域と同期コードを相関することでＤｗＰＴＳの同期を獲得する。より詳しくは、前
記候補領域に対し相関を行い、その相関値が所定閾値以上の場合、該当候補領域をＤｗＰ
ＴＳの位置として判断することで初期同期を獲得する。
【００６５】
　入力信号全体に対し相関を行わずに、入力信号の特定領域のみに対し相関を行うことで
、ＴＤ－ＳＣＤＭＡ又はＵＭＴＳ－ＴＤＤ端末の初期同期に必要な複雑な演算を大いに減
らし得る移動通信システムの初期同期検索装置及びその方法を提供しようとする。
【００６６】
　端末と基地局間の初期同期を行う移動通信システムであって、入力信号から初期同期の
ための所定領域を選択する段階と、該選択された領域と同期コードを相関して初期同期を
獲得する段階と、を順次行うことで移動通信システムの初期同期検索を行う。
【００６７】
　以上説明したように、本発明に係る移動通信システムの初期同期検索装置及びその方法
においては、入力信号全体に対し相関を行わずに、入力信号の特定領域のみに対し相関を
行うことで、ＴＤ－ＳＣＤＭＡ又はＵＭＴＳ－ＴＤＤ端末の初期同期に必要な複雑な演算
を大いに減らし得るという効果がある。即ち、本発明は、全体の検索範囲を６４００又は
６４００×ｍからＷ範囲に減らすことで、検索時間を短縮させることができる。
【００６８】
　また、本発明は、端末が基地局との同期を獲得するため必要であった乗算及び加算の代
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わりに加算のみを行うことで、同期を獲得するための全体の演算量が減少されるため、シ
ステム具現時、システムの複雑度及び電力消耗を減らし得るという効果がある。
【００６９】
　以上のように、本発明の好ましい実施形態を用いて本発明を例示してきたが、本発明は
、この実施形態に限定して解釈されるべきものではない。本発明は、特許請求の範囲によ
ってのみその範囲が解釈されるべきであることが理解される。当業者は、本発明の具体的
な好ましい実施形態の記載から、本発明の記載および技術常識に基づいて等価な範囲を実
施することができることが理解される。本明細書において引用した特許、特許出願および
文献は、その内容自体が具体的に本明細書に記載されているのと同様にその内容が本明細
書に対する参考として援用されるべきであることが理解される。
【図面の簡単な説明】
【００７０】
【図１】一般のＴＤ－ＳＣＤＭＡ又はＵＭＴＳ－ＴＤＤの物理チャンネル構造を示した図
面である。
【図２】本発明に係る移動通信システムの初期同期検索装置の構成を示したブロック図で
ある。
【図３】本発明に係る移動通信システムの初期同期検索方法を示したフローチャートであ
る。
【図４Ａ】入力信号の電力分布から候補領域を推定する方法を示したグラフである。
【図４Ｂ】入力信号の電力分布から候補領域を推定する方法を示したグラフである。
【符号の説明】
【００７１】
　１０　累積バッファ
　２０　累積バッファ
　３０　絶対値演算器
　４０　絶対値演算器
　５０　加算器
　６０　推定器
　７０　同期探索器
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ Ａ 】

【 図 ４ Ｂ 】
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